
（
特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
二
条

特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
二
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
四
条
第
一
項
中
「
令
和
六
年
度
」
を
「
令
和
七
年
度
」
に
、「
令
和
三
十
五
年
度
」
を「
令
和
三
十
三
年
度
」

に
、「
二
十
八
兆
千
百
二
十
二
億
九
千
五
百
四
十
万
八
千
円
」
を
「
二
十
五
兆
五
千
百
七
十
八
億
四
千
六
百
四
十
万
八

千
円
」
に
、「
、
令
和
七
年
度
」
を
「
、
令
和
八
年
度
」
に
、「
二
十
五
兆
千
百
二
十
二
億
九
千
五
百
四
十
万
八
千
円
」

を
「
二
十
三
兆
千
百
七
十
八
億
四
千
六
百
四
十
万
八
千
円
」
に
改
め
、
同
項
の
表
中
「
令
和
七
年
度

六
千
億
円
」
を
削
る
。

附
則
第
五
条
中
「
令
和
六
年
度
」
を
「
令
和
七
年
度
」
に
改
め
る
。

附
則
第
九
条
第
一
項
中
「
令
和
六
年
度
」
を
「
令
和
七
年
度
」
に
改
め
、「
に
二
千
五
百
億
円
を
加
算
し
た
額
」
を

削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
令
和
七
年
度
」
を
「
令
和
八
年
度
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
令
和
七
年
度
か
ら
」
を

「
令
和
八
年
度
か
ら
」
に
改
め
、「
令
和
七
年
度
及
び
」
を
削
り
、
同
項
第
一
号
の
表
中「
令
和
七
年
度

七
百
七
十
五
億
円
」
を
削
り
、同
項
第
二
号

中
「
令
和
七
年
度
分
及
び
」
を
削
り
、「
二
千
四
百
六
十
億
七
千
七
百
八
万
二
千
円
」
を
「
千
四
百
十
四
億
五
千
百
八

十
八
万
二
千
円
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
二
千
二
百
十
九
億
千
三
百
八
十
万
二
千
円
」
を
「
千
三
百
八
十
二
億

四
千
二
百
七
十
二
万
五
千
円
」
に
改
め
る
。

令和年月日 月曜日 (号外特第号)官 報

附
則
第
十
条
第
三
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

３

令
和
七
年
度
に
お
い
て
は
、
地
方
公
共
団
体
金
融
機
構
法
（
平
成
十
九
年
法
律
第
六
十
四
号
）
附
則
第
十
四
条

の
規
定
に
基
づ
き
公
庫
債
権
金
利
変
動
準
備
金
の
一
部
を
財
政
投
融
資
特
別
会
計
の
投
資
勘
定
に
帰
属
さ
せ
る
も

の
と
し
、
当
該
帰
属
さ
せ
た
額
を
、
予
算
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
財
政
投
融
資
特
別
会
計
の
投
資
勘
定
か
ら

交
付
税
特
別
会
計
に
繰
り
入
れ
る
も
の
と
す
る
。

（
地
方
財
政
法
の
一
部
改
正
）

第
三
条

地
方
財
政
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
二
条
の
二
中
「
令
和
七
年
度
」
を
「
令
和
十
二
年
度
」
に
改
め
る
。

第
三
十
三
条
の
五
の
二
第
一
項
中
「
地
方
交
付
税
法
附
則
第
六
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
控
除
す
る
額
に
つ

い
て
の
同
項
の
規
定
に
従
つ
て
総
務
省
令
で
定
め
る
方
法
」
を
「
別
に
法
律
で
定
め
る
と
こ
ろ
」
に
改
め
る
。

第
三
十
三
条
の
五
の
十
一
中
「
令
和
六
年
度
」
を
「
令
和
十
一
年
度
」
に
改
め
る
。

第
三
十
三
条
の
五
の
十
三
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
情
報
シ
ス
テ
ム
又
は
情
報
通
信
機
器
の
整
備
に
係
る
地
方
債
の
特
例
）

第
三
十
三
条
の
五
の
十
四

地
方
公
共
団
体
は
、
令
和
七
年
度
か
ら
令
和
十
一
年
度
ま
で
の
間
に
限
り
、
住
民
の
利

便
性
の
向
上
、
地
方
公
共
団
体
の
行
政
運
営
の
効
率
化
又
は
地
域
社
会
の
諸
課
題
の
解
決
に
寄
与
す
る
情
報
シ
ス

テ
ム
又
は
情
報
通
信
機
器
の
整
備
に
係
る
事
業
で
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
で
あ
つ
て
、
総
務
省
令
で
定
め
る
事

項
を
定
め
た
当
該
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
情
報
通
信
技
術
の
活
用
の
推
進
に
関
す
る
計
画
に
基
づ
い
て
行
わ
れ

る
も
の
に
要
す
る
経
費
の
う
ち
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
の
財
源
に
充
て
る
た
め
、
第
五
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら

ず
、
地
方
債
を
起
こ
す
こ
と
が
で
き
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
地
方
交
付
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
二
条

第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
地
方
交
付
税
法
（
次
条
に
お
い
て
「
新
地
方
交
付
税
法
」
と
い
う
。）の
規

定
は
、
令
和
七
年
度
分
の
地
方
交
付
税
か
ら
適
用
し
、
令
和
六
年
度
分
ま
で
の
地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従

前
の
例
に
よ
る
。

（
令
和
七
年
度
に
お
け
る
基
準
財
政
収
入
額
の
算
定
方
法
の
特
例
）

第
三
条

令
和
七
年
度
分
の
地
方
交
付
税
に
係
る
新
地
方
交
付
税
法
第
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
基
準
財
政
収
入
額
の
算

定
に
係
る
同
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
の
表
道
府
県
の
項
第
十
六
号
及
び
市
町
村
の
項
第
二
十

号
中
「
前
年
度
の
航
空
機
燃
料
譲
与
税
の
譲
与
額
」
と
あ
る
の
は
、「
当
該
年
度
の
航
空
機
燃
料
譲
与
税
の
譲
与
見
込

額
と
し
て
総
務
大
臣
が
定
め
る
額
」
と
す
る
。

（
特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
四
条

第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
の
規
定
は
、令
和
七
年
度
の
予
算
か
ら
適
用
し
、

令
和
六
年
度
の
収
入
及
び
支
出
並
び
に
同
年
度
以
前
の
年
度
の
決
算
に
関
し
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
森
林
環
境
税
及
び
森
林
環
境
譲
与
税
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
五
条

森
林
環
境
税
及
び
森
林
環
境
譲
与
税
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
十
一
年
法
律
第
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

附
則
第
二
条
の
二
の
前
の
見
出
し
及
び
同
条
を
削
り
、
附
則
第
三
条
に
見
出
し
と
し
て「（
森
林
環
境
譲
与
税
の
譲

与
の
特
例
）」を
付
す
る
。

（
森
林
環
境
税
及
び
森
林
環
境
譲
与
税
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
六
条

令
和
六
年
度
以
前
の
年
度
分
の
森
林
環
境
譲
与
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

総
務
大
臣

村
上
誠
一
郎

財
務
大
臣

加
藤

勝
信

内
閣
総
理
大
臣

石
破

茂

棚
田
地
域
振
興
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

令
和
七
年
三
月
三
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣

石
破

茂

法
律
第
九
号

棚
田
地
域
振
興
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

棚
田
地
域
振
興
法
（
令
和
元
年
法
律
第
四
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
一
項
中
「
機
能
」
の
下
に「（
第
十
六
条
の
四
に
お
い
て
「
棚
田
地
域
の
有
す
る
多
面
的
機
能
」と
い
う
。）」

を
加
え
、「
棚
田
地
域
に
お
け
る
定
住
等
（
棚
田
地
域
に
お
け
る
定
住
及
び
他
の
地
域
の
住
民
が
そ
の
住
所
の
ほ
か
棚
田

地
域
に
居
所
を
有
す
る
こ
と
を
い
う
」
を
「
棚
田
地
域
へ
の
移
住
、
棚
田
地
域
に
お
け
る
定
住
及
び
棚
田
地
域
に
お
け

る
特
定
居
住（
他
の
地
域
に
住
所
を
有
す
る
者
が
定
期
的
な
滞
在
の
た
め
棚
田
地
域
内
に
居
所
を
定
め
る
特
定
居
住（
広

域
的
地
域
活
性
化
の
た
め
の
基
盤
整
備
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
五
十
二
号
）
第
二
条
第
一
項
第
一
号
ハ

に
規
定
す
る
特
定
居
住
を
い
う
。）を
い
う
。
第
十
六
条
の
二
及
び
第
十
六
条
の
三
に
お
い
て
同
じ
」
に
改
め
る
。

第
六
条
第
三
項
中
「
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画
」
の
下
に
「
、
特
定
居
住
促
進
計
画
」
を
加
え
、
同
条
第
五
項
中

「
第
八
条
第
一
項
に
お
い
て
」
を
「
以
下
」
に
改
め
る
。

第
十
三
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
農
地
法
等
に
よ
る
処
分
）

第
十
三
条
の
二

国
の
行
政
機
関
の
長
又
は
地
方
公
共
団
体
の
長
は
、
指
定
棚
田
地
域
内
の
土
地
を
認
定
棚
田
地
域
振

興
活
動
計
画
に
定
め
る
用
途
に
供
す
る
た
め
農
地
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
二
十
九
号
）
そ
の
他
の
法
律
の

規
定
に
よ
る
許
可
そ
の
他
の
処
分
を
求
め
ら
れ
た
と
き
は
、
当
該
指
定
棚
田
地
域
の
持
続
的
発
展
に
資
す
る
た
め
、

当
該
処
分
が
迅
速
に
行
わ
れ
る
よ
う
適
切
な
配
慮
を
す
る
も
の
と
す
る
。

第
十
五
条
の
見
出
し
中
「
公
表
」
の
下
に
「
等
」
を
加
え
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。
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